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《 逆境に負けない 強い中小企業の在り方（プレゼンの極意） 》 

 昨日、京都府の株式会社 minittsの代表取締役で佰食屋経営の中村朱美さんから講

演をいただきました。中村さんとのご縁は昨年 10 月にさかのぼります。米沢商工会

議所主催のオンライン講演会に参加をして話を聞いたことがきっかけで、商業を学ん

でいる皆さんにもビジネスについて学んでほしいと思い、「本校に来てほしい…」と

いう趣旨の手紙を書いたところ今回の講演会が実現したのです。 

 

 「佰食屋」の勤務時間は残業なしで 17:45 には終了する「超ホワイト企業」、従業

員は大学生から大人まで年齢も経験も様々である、いわゆるダイバーシティ（集団に

おいて年齢、性別、経験、趣味嗜好などさまざまな属性の人）、雇用契約はハローワ

ークからの求人票、さらに採用基準は「会社の人と一緒にコミュケーションを取って

働ける人」というから驚きです。 

 

 さて、講演ではどんな話が印象的でしたか???「1日百食だけの販売」「冷凍庫がな

い」「防災筋力の商標権」「鰯（いわし）＝投資」「図書館に行こう」「当たり前のこと

をしっかりやる」というプレゼン資料に出てきたことは勿論ですが、話が聞きやすく

あっという間に時間が経過して、もっと話を聞きたいと思った人がいたはずです。そ

れは、魅力的な関西弁だけでなく、笑顔で抑揚がある話し方にありました。 

 

 ご自分のご経験を威風堂々と話されており、信念を持って話されている内容を聞い

ていると、「私も頑張ってみよう」と思った人がいたはずです。講演会終了後に、３

年生が「私も中村さんのようになりたい」と話してくれた人がいましたが、一人でも

そんなことを思ってくれた人がいたとしたら講演会を企画して良かったと思ってい

ます。プレゼン資料も含めて、超一流の話を聞くことができました。 

 

 なお、プレゼン資料はご家族の写真も含まれているため配付をすることはできませ

んでした。また、テレビ東京で放映されている「ガイアの夜明け（経済番組）⇒山形

では放映なし」で追跡取材をされているそうです。今年中に続編が放映されるかもし

れないということでしたので、そのときはお知らせいたします。また、「売り上げを

減らそう」の書籍は本校図書館で購入してもらいたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左：アンケート調査 中央：発売されている書籍 右：オンライン講演の様子） 
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講演会についての感想



《 講演会の感想 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 話題提供（働き方改革の実践） 》 

 令和４年１月 27日（木）から県内の金融機関が大胆な働き方改革を実践しました。

本校卒業生が訪れて話をしてくれましたが、従業員をＡ班とＢ班の２つに分け、コロ

ナ対策を徹底するために出勤日を分けるということです。対面とリモートのハイブリ

ット型を想定し、しかも対面はお昼休み（１時間⇒窓口を閉める）を設けてお客様の

待ち時間を減らすことが目的というから驚きです。 

 

 収益改善をすることを目的に営業店舗の淘汰を実践することで経費削減を考えて

いるそうです。銀行の三大業務である「預金」「貸出」「為替」の業務を基幹店舗に凝

縮することで、支店によっては人員が大幅に減る店舗もあるようです。コロナの影響

で、仕事の効率化が求められています。高校にも端末が導入されることで、皆さんの

学習にも影響が多少ならずともあるのかもしれません…。 

 

 

 今回の「佰食屋」が目指すものについての話を聞いて、今まで多くの進路について考えて

きたことがありましたが、本当に自分がしたいことなのかを改めて考えることができまし

た。また、どうしても仕事をする上で、どうしてもゆずれないものを知っておきたいと思い

ました。 

 

 自分が何をしたいのか、何のために働くのか考えされられました。時代とともに価値観も

変化をしていくし、自分の夢を広げるためにも、本を読みたくさんの情報や知識をみにつけ

たいと思いました。 

 

 話がとても聞きやすかったです。常識にとらわれないということは頭では分かっていても

実際に行動をすることは難しいことだと思うので、それを実行される中村さんは行動力があ

る人だと思いました。これまでの講演会でいちばん良かった。 

 

 家庭や個人の事情があって働きやすい環境作りを目指していて凄いと思いました。 

 

 フードロスに対応するような工夫がされていて、ただ１００食を売るだけではないという

ことが分かりました。コロナや災害の影響で、防災に対応しなければならないという使命感

があり、「防災筋力」という商標権を取得する等、自分の将来を考えるきっかけになりまし

た。 

 

 １日「１００食」しから売らないことに疑問を思って聞いていましたが、食品ロスを防ぐ

ことや仕事を早く終わらせるなど、たくさんのメリットがあることに驚きました。 

 

 「自分を知る」のところで、悩んでいたことに少し解決策が見えて安心できました。防災

筋力の話はとても面白かったです。リズミカルでとても楽しく聞くことができました。 

 


